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はじめに
中国，内モンゴル自治区のエズネー旗1は，その上位行政区であるアラシャン盟2政府所在地のバヤ
ンホト鎮3から西北に約600キロも離れている。そのために，内モンゴル自治区の中からエズネーに
行くのもそうたやすいことではない。たまに見かけるラクダや対向車以外にはほとんど何も見られな
いような広漠たるゴビ地帯を自動車でまる一日走るということは，あまり多く体験したくないような
ことかもしれないが，フフバートルは総合地球環境学研究所非常勤研究員として現地で調査を行なっ
ていた関係上，エズネーには5回足を運んでいる。そのうち，3回がゼミ生同行の調査旅行だった。
その3回の中の1回目と2回目に，本文の実質的著者である昭和女子大学人間文化学部歴史文化学科
平成18年度卒業生の内田涼子も加わっている。現地滞在よりも移動の時間が長いというアンバラン
スのスケジュールではあったが，学生たちは現地で年間降水量が約30ミリしかない「地球環境の実
態」と，そうした厳しい自然環境の中で生きる人々の生活の一端を知り，海外での研修やフィールド
調査を経験し，2006年9月にはエズネー旗で行なわれた国際学術シンポジム（StudiesinHumanity
andEnvironmentofKharaKhoto）にも列席して，中国，日本，モンゴル，ロシアといった周辺各国
の学者たちの研究発表を聞く機会も得た。
エズネーに入るには，北京から寧夏回族自治区首府である銀川市への空路を使い，そこから内モン
ゴル自治区アラシャン盟政府所在地のバヤンホトへ自動車で移動するのが近道である。
このように，本稿での調査地が内モンゴル自治区のエズネー旗であったのは，著者の指導教員であ
ったフフバートルの研究上の都合によるもので，現地での牧畜民家庭訪問による調査も基本的にフフ
バートルの仕事の合間に，フフバートルの通訳を介して行なわれたものであった。なお，インフォーマン
トは厳密な調査方法により選抜されたものとはいえず，調査対象となるサンプルの希望を現地の知人に
伝え，知人がわたしたちの過密なスケジュールに合わせて知り合い，または，知り合いの知り合いのと
ころへ案内してくれたという限られた条件の中での調査であったことはあらかじめ断っておきたい。
本文は，「中国の西部大開発における生態移民政策 内モンゴル自治区エズネー旗の事例を中心
に 」という内田涼子の卒業論文の一部をフフバートルがまとめた報告書である。外国人が特別許
可を得なければ入ることのできない内モンゴルの奥地での学生の貴重な記録をなるべくいじらないよ
うにするため，できるだけ加筆を避けた。本来なら著者本人だけの名前で掲載されるべきであるが，
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 内モンゴル自治区エズネー旗での調査ノート
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1 旗:内モンゴル自治区独自の行政単位。中国の「県」に相当する 後述。
2 盟:内モンゴル自治区独自の行政単位。中国の「地区」に相当する 後述。
3 鎮:「県」の下位行政区画単位であるが，「市」より小規模の町を指す意味でも使われる。
卒業論文の『学苑』での発表は編集方針により指導教員との連名で掲載されるようになっている。執
筆後数年が経っている卒業論文ではあるが，中国経済の急激な成長及び少数民族政策の変化により，
モンゴル牧畜民の生活文化が甚だしく変化している現在こそ，断片的ではあるが，一日本人女子学生
が現地で行なった調査記録をここに掲載して残すべきではないかと思う。実際，数年前まではまだ民
族伝統のフェルトの家であるゲルに住んでいた遊牧民の多くが，いまや指定された町はずれの定住家
屋で「市民」としての生活を強いられるようになっている。
この調査ではインタビューや質問などは学生たちが自主的に行ない，指導教員は基本的にはコーデ
ィネーターや通訳であった。こうしたインタビューの中ではモンゴル遊牧民の習慣，また，国境沿い
の遊牧民である彼らが文化大革命や中ソ対立時代にたいへんつらい目にあってきたという歴史的経験
に配慮して差し換えなければならない質問もあった。
内田涼子の卒業論文にはエズネー旗での調査ノートの記述に先行して，そのバックグラウンドとし
て，中国が2000年から打ち出した国家プロジェクトである「西部大開発」及び「生態移民政策」に
ついてまとめた各章があったが，本稿は，紙幅の関係上それを簡単に取り入れ，「第三章」以降実際
に行なった聞き取り調査内容を中心にこれを要約して掲載するものである。
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図1 中華人民共和国地図
写真1 ゴビ砂漠
（CopyrightC○ 中国まるごと百科事典
http/www.alchinainfo.com/に一部加工）
エズネー旗
一，「西部大開発」の中のエズネー旗
「西部大開発」と「生態移民政策」
1990年代からめざましい経済発展を経験している中国政府は，北京や上海などの東部沿海地域と
開発が遅れていた西部地域との経済的格差を是正するために，また，中国全土の経済発展を支える資
源開発のために，2000年から「西部大開発」という国家プロジェクトを打ち出した。この政策の対
象地域となる「西部」とは，単に地理的な位置を意味するばかりでなく，経済発展が著しい「東部」
に対し，経済的に立ち遅れていた地域全体を指す概念であった。具体的には，従来の区分で「西部」
とされる西南5省，市，自治区（四川省，雲南省，貴州省，重慶市，チベット自治区）と，西北5省，自
治区（陝西省，甘粛省，青海省，新疆ウイグル自治区，寧夏回族自治区）の10の省，市，自治区に，内モ
ンゴル自治区，広西壮族自治区を加えた12省，市，自治区である。このように，「西部」には，中国
全土の少数民族地域のほとんどが含まれている。
「西部大開発」の基本理念には，生態環境の改善が大きく掲げられた。近年の中国全土での著しい
環境悪化に伴い，生態環境保護が主要プロジェクトとして掲げられ，「西部大開発」の実施に伴う環
境問題への対策として「生態移民政策」が少数民族地域を中心に実施されている。砂漠化を阻止する
具体的な対策としては，砂漠化の原因は，遊牧民や牧畜民による「過放牧」（家畜が増えすぎたこと）
にあるとし，内モンゴル自治区などでは伝統的な遊牧や牧畜業を営む牧畜民とその家畜を，草原の放
牧地から締め出し，従来の放牧地での放牧を禁止し，牧民たちを町の周辺に定住させ，飼料による家
畜の飼養を行なわせている。つまり，「牧草地での放牧をやめ，放牧地を草原に戻す」という意味で
の「退牧還草」移住政策である。モンゴル民族の牧畜民たちにとって，それは生業の転換や改革ばか
りではなく，伝統文化や生活様式，風習，更には言語生活の急激な転換を意味するものであった。
「生態移民政策」は，元々，東部沿海地域と西部との経済格差是正を目的とする「西部大開発」の
主要な政策の一つであるが，生態系の著しい破壊がきっかけで実施され始めた。具体的には，1998
年に長江で発生した大洪水，1990年代後半から甚大な被害を及ぼしている黄砂，華北地域をはじめ
とする水不足が，生態移民政策が実施される直接的な契機となっている。これらの自然災害の発生によ
り，中国において環境に対する関心が強くなり，その対策が求められるようになったが，その原因は，
西部地域の牧民の人口増加や，家畜の飼育頭数が天然の牧草地で養える限界を超えてしまう「過放牧」
にあるとされ，生態系保護等の環境保護の必要性が強く認識されるようになった。西部大開発の中でも，
生態環境の改善は政策の重点として置かれ，西部大開発の一環として生態移民政策が実施されること
となった。2001年1月に発表された中国の第10次5カ年計画では①インフラ建設の加速，②生態環
境の改善と整備，③産業構造の調整と合理化，④科学技術と教育の発展，⑤改革の進化と対外開放の
拡大という西部大開発の五つの政策の柱を掲げているが，中でも中央政府は①と②を重視し，この二
つの分野を最優先課題としている4。これにより，環境問題は政府が掲げる主要な政策の一つとなった。
本文では，内モンゴル自治区アラシャン盟エズネー旗で行なった調査を基に，「環境移民政策」が
現地の少数民族の生活文化に与えている影響について，具体的な聞き取り調査を通じて報告する。
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4 シンジルト「中国西部辺境と『生態移民』」（小長谷有紀 シンジルト 中尾正義 編『中国の環境政策 生態移民』）
13ページ。
エズネー旗の概要
前記のように，エズネー（額済納）旗は，内モンゴル自治区アラシャン（阿拉善）盟に属する。「盟」
と「旗」は，内モンゴル自治区独自の行政単位であり，「盟」は中国全体の「地区」レベルの行政区で，
「地区」，「市」や「自治州」に相当する。「旗」は，中国全体の「県」レベルの行政区で，「県」や「市」
に相当する。中国の北部に位置する内モンゴル自治区の中で，アラシャン盟は最も西に位置している。
エズネー旗の政府所在地はダライフブ（達来呼布）鎮にあり，ダライフブは，アラシャン盟の政府所
在地であるバヤンホト（巴彦浩特）鎮から西北に624キロメートルのところに位置する。旗の総人口
は1997年現在15,907人で，その民族構成はモンゴル族が4,746人，漢族10,868人で，その他の民族
が293人である。これは戸籍統計上の数字であり，実際には，漢族の流動人口が多く，数字は正確と
は言えない。旗の下位行政単位としてのソム（蘇木）が七つあるほか，農牧場や林場などがある。
総面積は114,606平方キロメートルで，その中の大部分を海抜1,000メートル以上のゴビ地帯，低
山岳地帯が占め，祁連山から流れる黒河の支流としてのエズネー河が同旗の領内で2本に分かれて，
それぞれガショーンノールとソグノールという二つの湖に注ぐ。エズネー旗の気候は，海から遠い西
北特有の大陸性気候に属し，春は比較的気温が上昇しやすく，風が強い。夏は気温が40度近くまで
上がる。秋は急激に気温が下がり，一気に冬を迎える。冬は長く，厳しい寒さが続くといった特徴を
持つ。年間平均降水量は，モンゴル高原全体の中でも極端に少なく，わずか39ミリメートルである。
東京の年間平均降水量1,467ミリメートルと比較すれば，エズネー旗の年間降水量がいかに少ないか
がわかる。主な植生は，モンゴル語でトーライ，中国語で胡楊（フーヤン）と呼ばれるポプラの一種
や，モンゴル語でソハイ，中国語で紅柳（ホンリュウ）と呼ばれる柳の一種などである。エズネー旗
への経路は，いくつかあるが，わたしたちが現地調査へ行った際は，2回とも寧夏回族自治区の首府
である銀川市から，モンゴル語で「ゴビ」と呼ばれる礫砂漠を通り，車でひたすら北西の方向へ走り
続けるというルートを選んだが，このルートで行くと銀川から約12時間かかる。
エズネー旗における生態移民政策の実施状況
エズネー旗における生態移民政策は，大まかには，川辺林の主な植生であるトーライ（胡楊）林内
で暮らす牧畜民を林の外部へ転出させ，牧畜民と家畜を締め出した後，胡楊林に柵を設置し，林の中
を禁牧にすることで胡楊林の保護を目的としている。ここでいう牧畜民とは，これまで胡楊林内やゴ
ビ地帯での家畜の放牧によって生業を営んできた人々である。
エズネーにおける生態移民政策の対象人口は1,500人で，対象家畜数は10万頭であった。生態移
民政策による移住人口は，エズネー旗の総人口の約1割に相当する。生態移民政策は，2001年から
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写真2 かつてのエズネー旗王府 写真3 移民村
始まり，2003年までの間に実施されることになっていた。エズネー旗で生態移民政策によって胡楊
林から締め出された牧畜民と家畜の転入地は，児玉香菜子の報告5によれば，一つは，エズネー旗人
民政府所在地郊外，もしくは各村の中心に新しく建設された集中移住地，通称移民村（正式名称，移
民新村）で，もう一つは，エズネー旗政府所在地のダライフブ鎮からおよそ300キロメートル以上離
れたところにある馬髭山（マーゾンシャン）地帯である。移住させられる牧畜民には，転入地に畜舎付
き固定家屋が無償で支給されるという。
このように，生態移民政策は政府によって環境保全を目的に進められてきたものであるが，実際に
政策実施の対象となる牧畜民の人々は，この生態移民政策をどのように捉えているか。また，この政
策によって，生活状況がどのように変化したのか。ここでは，内田涼子が2006年3月19日～20日
と2006年9月14日～15日の2回にわたって現地で，牧畜民の人々に対して行なった聞き取り調査
内容をまとめて報告する。
二，一回目の調査ノート
訪問地はダライフブ鎮から北へ約20キロ離れたソグノールソムの遊牧民の家庭がほとんどであ
ったが，ダライフブ鎮にある移民村在住の方にもインタビューしている。
遊牧民の女性（30代） 2006年3月19日
一軒目に訪れたのは，舗装道路から少し離れた胡楊林中にあった30代の女性の家である。わたし
たちが訪れたエズネーの遊牧民たちは，多くの場合隣家が見られないゲルか固定家屋に住んでいた。
彼女がいたのはその夫婦のゲルであったが，隣には彼女の母親のゲルもあった。夫婦二人に，母親，
それにダライフブの学校に行っている息子が一人いるという4人暮らしである。わたしたちがいた時，
近くに住んでいるという若い夫婦がオートバイでやってきた。
この世帯が現在飼っている家畜は，ラクダが50頭，ヒツジとヤギを合わせて50頭ほどであった。
夫はラクダの放牧に出掛けていた。わたしたちが訪問したゲルは冬と春の生活場所であり，夏になる
と，彼女らはラクダの毛を刈るために，北のモンゴル国との国境付近まで移動する。質問の応答は以
下のとおりである。
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写真4 内モンゴル自治区退牧
還草に関する契約書
写真5 護林に使われる有刺鉄線
5 児玉香菜子「『生態移民』による地下資源の危機 内モンゴル自治区アラシャ盟エゼネ旗における牧畜民の事例
から 」（小長谷有紀 シンジルト 中尾正義 編『中国の環境政策 生態移民』）5860ページ。
Q:政府の政策により，牧草地に鉄条網などで囲いを造らなければならなくなっているようだが，家畜や放牧
に対する影響はあるのか？
A:昔は囲いがなかったので，自由に放牧することができたが，今は囲いがあるので，家畜の頭数が減ってしま
った。囲いの目的については，自然保護のためであると理解はしている。わたしたちは移民村にも部屋を所
有しているが，そこへの移住は，飼う家畜頭数が減るし，慣れ親しんだゲルでの生活の方が暮らしやすいの
で拒んでいる。しかし，ほとんどの家では，老人が移民村に移り，青年や壮年の者たちだけがゲルに住みな
がら放牧生活を営んでいる。放牧地から子供を学校に通わせるのは困難なので，移民村の部屋から子供を
学校に通わせ，祖父，祖母が孫の世話をしている。また，モンゴル人には漢族のように一人っ子政策が適
応されていないが，ほとんどの家庭は，子供は一人しかいない。子供が多いと，将来のことが心配になる。
Q:子供にも将来遊牧民になって欲しいか。
A:欲しくないわけではないが，子供にはいい学校を出て，出世して欲しい。
Q:伝統的な遊牧文化がなくなることへの危機感はあるのか。
A:伝統文化について，そこまで深くは考えていないが，たとえ移民村に移住したとしても，移民村にゲルを
持っていけるので，遊牧文化はそれほど簡単にはなくならないし，遊牧地もまだ自分たちの土地なので，
それほど危機を感じているわけではない。
子供の将来について，このような現実的な答えが返ってきたのに驚いた。
移民村への移住について，この女性は，子供を学校に通わせるために利用はしているものの，自分
たちが遊牧生活をやめて，移民村に定住すること自体については，今まで慣れてきた遊牧生活ができ
なくなるという理由から拒んでいた。生態移民政策が施行されてから数年が経つ現在でも，この政策
を拒む遊牧民が多く，移民村への移住はできればしたくないと考えている人の例であった。
セレグレンさん（42歳 女性） 2006年3月19日
セレグレンさんは，46歳の夫のウルズイさんと21歳と18歳の二人の息子の4人家族である。主
な質問と返答は次の通りである。
Q:セレグレンさんの家畜の状況は？
A:わたしの家では200頭ほどのヒツジやヤギを飼っている。昔はヒツジ，ヤギ，ラクダ，ウマ，ウシの5畜
が全てっていたが，現在では5畜がっていること自体が珍しく，わたしの家でも，ヒツジとヤギしか
飼っていない。また，家畜の数を現在の200頭からもう少し増やしたいと考えているが，牧草地がないの
で，無理だ。
Q:移民村への移住についてはどう考えているのか。
A:移民村へ行ったら終わりだと思っている。移民村では55歳以上の人に，一人につき500元（但し，この中
から，医療保険料などが引かれる）の補助金がもらえるというが，移民村に移れば生活がよくなるという話は
信じられない。そのため，移民村へ行く気はなく，なるべく今の場所で放牧を続けたい。また，トーライ
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写真7 居住するモンゴルゲル写真6 遊牧民の女性（右）と近くに住む夫婦
の木が多い地域の人は，林の保護のために移民村へ移住させられたが，わたしの家の周辺からは移住した
人はあまりいない。
環境保護については，必要だから，やるべきだと思うが，放牧地や故郷を捨て，家畜を手放すことは正
しいこととは思わない。環境保護は支持するが，放牧地や故郷を捨てて移住することはできない。モンゴ
ル人は放牧地と家畜を持っていなければならない。それに，モンゴル人にはゲルでの生活が一番適してい
るので，ゲルからは離れられない。内モンゴルのほかの地域では，ゲルで暮らさなくなっているが，エズ
ネーではまだほとんどの家庭にゲルが残っている。たとえ移住したとしても移民村にゲルを建てている。
モンゴル人にとって遊牧とゲルでの生活は一番理想的で，自分をいつわらない牧畜民の暮らしをしている。
今の生活を放棄してしまえば，モンゴル人としての生活もなくなってしまうが，移民村への定住を迫られ
ているので，今の生活もそう長くは続かないと思う。
セレグレンさんの家族は，何世代にもわたってエズネーで暮らしてきたが，15年ほど前は，モンゴル
国との国境の出入り口で料理店を開いていた。彼女はそのころのことを回顧しながら次のように語った。
料理店を開いていた時は，土地も綺麗で収入もよく，生活は豊かであった。現在暮らしている場所の周辺
も綺麗で，そのころは5畜（ヒツジ，ヤギ，ラクダ，ウマ，ウシ）すべてっていたし，草刈りをした時は人間
が隠れてしまって見えないくらいに草が生い茂っていた。
このように，セレグレンさんはモンゴル民族伝統の遊牧生活に誇りを持っており，移民村への移住
を拒んでいた。これから先，できれば遊牧関係の観光業を営みたいと語っていた。生態移民政策の意
義については理解し，環境保護は支持するが，だからと言って，移民村へ移住することは，伝統的な
ゲルでの生活ができなくなることで，モンゴルの伝統文化の喪失につながっていくという危機感を抱
いていた。なによりも，移民村に定住してしまえば経済的に生活が成り立たなくなると考えていた。
しかし，現在，移民村への定住を迫られているので，今の生活も長くは続かないと危惧しており，こ
うした彼女のことばからは将来に対する不安な思いが感じられた。
移民村の女性（40代前半） 2006年3月19日
移民村でレストランを経営しているこの女性は，ダライフブ鎮の西の方にあるサイハントーライ
ソムで幹部を務めていたが，生態移民政策により，移民村に移住してきた。彼女は生態移民について
次のように語っている。
牧草地の状況のよいところでは，鉄条網で牧草地を囲まなければならないという規定もなく，多くの世帯
が600～700頭の家畜を所有している。これくらいの数の家畜を所有していれば生活はやっていけるが，自
然状況が悪く，牧草地が囲まれたところでは，その中で600～700頭も放牧することは無理なので，家畜の
数を減らさなければならない。また，カシミヤや羊毛の値段が下がっているので，遊牧で生活することがま
すます難しくなってきている。共有の家畜を皆で請け負って放牧しているところもあるが，そこでは収入を
分けあっているため，そこからの移民はほとんどいない。
自然や牧草地の状況が悪いために囲いを造らなければならない地域と，牧草地の状況がよいため，
囲いを造る必要のない地域とがあるということをこの女性の話から窺い知ることができた。
一方，牧草地や自然の状況が悪化した原因については，次のように語っている。
自然や牧草地の悪化の大半は家畜によるもので，家畜による自然破壊はかなり進んでいる。実際に，囲い
により放牧地から家畜を締め出すと，放牧地の自然環境は回復している。特に，ヤギは草の根まで食べてし
まうので，問題である。そのような地域では，成育した家畜は処分し，仔家畜だけを残している。
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彼女は「過放牧」が砂漠化の原因の一つになっていると考えているようである。
彼女は現在，移民村でレストランを経営しているので，その経営状況についても聞いてみた。
移民村でレストランを経営しているが，周りに競争するようなレストランがないのと，地元の家畜の肉を
使っているので，今のところは何とか経営がなりたっている。周りに新たにレストランができたり，地元の
家畜の肉を仕入れられなくなったりすると，この先経営がどうなるかわからない。わたしの家は，田舎の方
にも農地と牧草地があるので，そこから完全に引き上げるということはしていない。しかし，移民村にレス
トランを開業しているのでそろそろ移住を決意しなければならないが，レストランを経営していなければ移
民村には来なかったかも知れない。わたしは幹部なので，ほかの人々も動員しなければならないが，移住し
た方が放牧生活より生活水準が上がるならば，ほかの人にも移住を勧められるが，水準が下がるのならば，
移住を勧められない。
彼女のことばから，移民村での生活が必ずしも遊牧生活より経済的に豊かになるものではないこと，
また，彼女が将来の移民村の生活に不安を抱いていることがわかる。
わたしたちも調査に協力していただいた地元の方々を彼女のレストランに招待したが，その料理は
モンゴル料理としては本格的だという感じがした。現地の人たちも「少し高いだけに，うまい」と言
っていた。
モンゴル人が農業を始めていることについても聞いてみたが，答えは次の通りであった。
農業の収入はいいので，最近はモンゴル人の中にも綿やハミウリ（メロンの一種）の栽培を始める者が出て
きているが，放牧地の代わりに多少の農地をもらっても意味がない。綿を作るにしても，ウリを作るにして
も，相当の土地がないと収入は上がらず，暮らして行けない。移民村で家畜を飼うにしても，移民村の家の
囲いの中では，せいぜい40～50頭の家畜しか飼えない。それに，飼料も高いので，基本的に移民村の囲い
の中で家畜を飼うことは難しい。それに，放牧されたヒツジの肉と，狭い囲いの中で育ったヒツジの肉の味
はまったく違う。モンゴル人は肉を食べて生きてきたので，肉から離れ，野菜を食べる生活になってしまえ
ば，生きて行けなくなる。
そして，水の利用については，次のように話している。
川の水が流れてこないと地下水がなくなる。川の水は，今年は流れてきているが，去年はまったく流れて
こなかったので地下水が出ず，400頭の家畜がいたが，水が与えられずに非常に苦労した。水はすべて管理
されているので，勝手に黒河から水を引いてくることはできない。また，管理の目を盗んで水を引いたとし
ても，どうせすぐ露見してしまう。
このように，地下水位の低下も深刻な問題となっている。水不足が農業だけでなく，家畜にも大き
く関わっていることがわかった。
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写真8 移民村にあるレストランのモンゴル料理 写真9 観光施設のモンゴル料理店
また，この女性は幹部も勤めているので，ほかの人にも移民村への移住を勧めなければならないと
いう立場にあると話していたが，移住した後の生活水準が保障できないので，ほかの人を動員するこ
とはできないというジレンマを抱えていた。
ラクダ飼いの女性（50代前半） 2006年3月20日
この女性は，夫と子供たちと一緒に，ラクダを100頭以上，ヤギとヒツジを合わせて約100頭飼っ
ていた。その住居は舗装道路からだいぶ離れたところにあった。わたしたちが訪れたのは昼すぎだっ
たが，ちょうど息子と二人でラクダに水を与え，ラクダを臨時の囲いの中から出していたところだっ
た。「もう少し早く来れば全部いたのに」と小柄の彼女は元気そうに話した。それでも囲いの中には
数十頭はいた。ここでは定住家屋に案内され，かまどに火をつけてくれたので，暖を取りながら次の
ような話が聞けた。
子供たちは，学校に行ったり，町に働きに行ったりしているが，日曜日にはラクダの毛刈りなどの手伝い
をするために帰ってくる。夏になると，夫はゲルを持ってラクダの放牧に出かける。時には人を雇い，その
人と一緒に行くこともある。その間，わたしと子供たちはヤギやヒツジの世話をしている。
エズネー旗の行政側からは，飼っているラクダを売れと言われたが，今のところまだラクダを売る気がな
い。代わりにヤギやヒツジを売り，収入源としている。年間，ヤギのカシミヤは4千元で売れ，ラクダの毛
は1万元で売れる。また，300ムー6の農地を持っているので，1ムー100元で漢人に貸していて，1年間で
3万元の収入になっている。現在，ラクダを100頭以上飼っているが，ラクダを売るとしたら，1頭1,500
元にしかならない。酷い時には，一度に十数頭ものラクダが盗まれることもあったが，最近はラクダを盗ま
れることはあまりない。ラクダを盗む者は，ラクダの足を切って，血を流したままトラックに乗せて連れて
行き，食肉にしてしまう。今年は2頭のラクダが漢人の掘った穴に落ちて死んでしまった。
今年はなかなか灌漑の水を流してくれないので困っている。水を流してくれればソハイ（紅柳）も生えて
綺麗になる。上流では水が供給されていると聞いているが，この付近までは流れてこないので，いったいど
うなっているのかわからない。しかし，漢人の農地は水が引かれて潤っている。これではトーライの木のた
めになっていない。また，漢人の農家はポンプで水をみ上げる深い井戸を掘って，一日中ポンプで水を
み，農地に水を撒いているので，地下水を全部使ってしまう。そのせいで，わたしたちの家の井戸では水が
出なくなって困っている。それに，漢人の農地にラクダが入ってしまったら3千元の賠償金を払えと言われ，
そんな金はとても払えないと言ったら，そのラクダを漢人に取られてしまった。漢人はどんどん農地を広げ
ているので，今のままだと家の周りのトーライも全部切られて，農地にされてしまう。
牧畜民に対して，エズネー旗からは，ヒツジとヤギは50頭以上飼ってはいけないと言われているが，そ
れではとても生活していけない。それに，当局はラクダがトーライを食べて自然を破壊していると言ってい
るが，ラクダはほかに草があれば，トーライを食べることはない。ここよりも，もっと下流の方で生活する
人々は，そこの水を飲むとお腹を壊すので，ここまで水をみに来る。川の水が漢人の農地に引かれてしま
っているから，下流には水が流れてこなくなり，地下水位が下がっている。
一時期，新疆ウイグル自治区や甘粛省からラクダを買い付けに来る人がいたが，その人たちは，ラクダを
肉にするのではなく，生きたまま連れて帰り，その土地で放牧するというので，喜んで売ったことがある。
この女性は，現在自分たちが置かれている状況について，切実な話を聞かせてくれた。エズネー旗
からは，生態移民政策の一環として，飼っているラクダを売るように迫られているそうであるが，依
然として売っていないということから，何とかラクダ飼いの生活を続けていきたいという強い意志が
窺える。また，漢人の農家との間に，水利権をめぐってのトラブルがあることもわかった。自然環境
の悪化について，漢人がトーライを伐採して農地を広げ，上流から流れてきた川の水や地下水を農地
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6 ムー（畝）:1ムーは6,667アール，15分の1ヘクタール。
に引き込んでしまうということで，モンゴル人に被害者意識が強いことがわかった。
三，二回目の調査ノート
ここからは2006年9月14日～15日に，同じくダライフブ鎮を拠点に周辺のソムの牧畜民に対し
て行なったインタビューの内容をまとめて報告する。
ソミヤーさん（66歳 女性） 2006年9月14日
ソミヤーさんの家は，オラーンゲレルソムに属し，ダライフブ鎮から東南に約40キロ離れた，
かつての西夏王国の遺跡として知られるハラホト（黒城）の近くにある。ソミヤーさんの家には，彼
女の息子のツァガーンフーさんのジープをチャーターし，ハラホトを見学した後に訪問したが，ハラ
ホトやソミヤーさんの家への道のりは，まさに道のない砂漠を地図もなしに進むので，ツァガーンフ
ーさんでなければ容易にり着くことはできなかったと思う。また，砂漠も一見すると，どこまでも
平らな土地が続いているかのように見えても，実際はでこぼこが激しく，ジープに乗っていると，座
席からお尻が浮き，天井に頭がぶつかってしまうほど揺れも激しかった。しかし，ツァガーンフーさ
んは実に巧みにハンドルを操っていた。
ソミヤーさんの家族はラクダ飼いで，80歳の夫，息子とその嫁，高校1年生と3年生の孫二人の6
人家族である。孫二人は遠く離れたバヤンホトの学校に行っており，普段は家にはいないが，エズネ
ーの両親のもとに帰ってくるとよく仕事を手伝うという。夫が4年前病気で倒れ，現在は寝たきりの
生活をしている。一家の大黒柱である息子のツァガーンフーさんは，ラクダ飼いだけでは生活が厳し
いので，ハラホト観光の旅行者を相手にジープの運転手をして，家計を支えている。
ソミヤーさんには生活や自然環境の変化などについて尋ねたが，家の周辺の自然の急激な変化につ
いて語ってくれた。
現在は，160頭のラクダを飼っているが，この数は去年とあまり変わらない。しかし，牧草地が足りない
ので，これから数を減らしていかなければならない。自分はずっと昔からラクダ飼いをしていたが，エズネ
ーへは，モンゴル国のゴビ地帯から移ってきた。現在住んでいる家の周りの牧草地は，川から離れているた
めに植物があまりない。ラクダのほかに，自分たちの食肉にするためにヤギを十数頭飼っているが，牧草が
ないのでこの土地では基本的にラクダしか飼えない。
ここは植物があまり生えてないので，わたしたちは生態移民政策の対象にならずにすみ，現在のところ，
移民村に移住しろとは言われていない。以前はこの家の周辺はとても綺麗な場所だった。ハラホトの周りや
城内にも草が生い茂り，ラクダが隠れてしまうほどだった。今では，草が生えていたことが信じられないほ
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写真10 囲いの中にいるラクダ
どに砂漠化が進み，ハラホトやその周辺は砂に埋もれ，侵食されてしまっているが，砂だらけになってしま
ったのは，最近である。それに，現在は涸れてしまっているが，昔はハラホトの近くに，ラクダの体の半分
ほどまで水位がある湧き水があった。ここまでの急激な環境の変化には，驚くばかりで，自然がこんなに変
わってしまうとは思わなかった。
実際に見たハラホトに，ソミヤーさんの話の通り，かつてラクダが隠れてしまうほどの背丈の草が
生い茂っていたとはどんなに想像しても信じられなかった。また，ラクダについては次のようなこと
を教えてくれた。
以前からラクダを常に100頭以上飼ってきた。荷物をはじめ，人間もそのほかの何でもラクダで運んでい
たので，ラクダがいなければ生活できなかった。ラクダは，長い間水を飲まなくても平気な動物なので，エ
ズネーの地に適しており，暑い折には毎日水を飲みにくるが，涼しい時には一週間に一回程度しか水を飲み
にこない。昔はシルクロードを通る人にラクダの毛を売っていた。昔は，ラクダは1歳のころから人と付き
あっていたが，今はラクダに乗ることがないので，ラクダには水を与えているだけというのが現状である。
人間と親密に交わっていたころのラクダは，人に馴れていたためおとなしかったが，人とのかかわりがめっ
きり減った今では，凶暴になり，徐々に野生化し，時には人を襲うこともある。そのため，大きくなったラ
クダが人に捕らえられる際に，恐怖のあまり心臓が破裂して死んでしまうこともある。
ソミヤーさんの驚くべき話から，エズネー旗の急激な環境の悪化を知ることができ，人間とラクダ
の関係も，昔とは変わって，ラクダの文化が失われつつあることがわかった。
イシドルジさん（78歳 男性） 2006年9月15日
イシドルジさんは，73歳の奥さんとともに移民村で生活している。子供は，息子二人と娘二人の4
人であるが，4人共，すでに親元を離れており，一番上の息子は学校の先生をしており，下の息子は
モンゴル医学の病院に勤めている。娘は結婚し，別の場所で遊牧生活を営んでいる。イシドルジさん
には主に移民村に移る前の話を聞いてみた。
移民村には，4年ほど前に移住してきたが，その前は四号山という場所で放牧をしていた。四号山で放牧
していた当時は，ヒツジ，ヤギ，ラクダのほかに，ウシやウマも飼っていたが，移民村では，家畜をたくさ
ん飼うことは難しいので，現在はヤギ6頭，ヒツジ3頭，ウマ1頭しか飼っていない。田舎にいる娘2人に
ヒツジやヤギを100頭ずつ預けている。四号山には，もともと木が少ないので，家畜の頭数を減らすことや，
移民村に移住することはまだ迫られていなかったが，トーライが多いところでは，放牧を続けることが困難
で，移民村への移住が強く求められている。
四号山という場所は，モンゴル国との国境近くにある軍事用の人工の山，第四号を指すもので，実
際，わたしたちは遠くからではあるが，国境の近くに異様な形の裸の山をいくつも見ることがあった。
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写真11 ハラホト（黒城）
その下には野戦病院もあったそうだ。
イシドルジさんは，移民村での生活については，次のように話をしてくれた。
去年の12月から，一人につき700元（夫婦合わせて1,400元）の補助金をもらっているので，当面の生活は
困らない。この補助金は，牧草地を明けわたしたことと引き換えに支給される草原管理費（護林費）という
もので，この先の5年間はもらえるという話を聞いている。また，自分は人民解放軍の元兵士なので，草原
管理費のほかにも，年間1,000元の補助金をもらっている。移民村ではウマを飼っている人はほとんどいな
いので，競馬に貸し出して500元，写真用に貸し出して100元の収入を得ている。
この馬にはわたしたちも乗せてもらったが，競馬の大会で優勝したことがある馬というだけあって，
とても綺麗な姿をした白馬であった。
そのほか，イシドルジさんには，「退牧還草」の証明書を見せてもらったが，その証明書には，
「9,000ムーの土地を個人の意思により保護した。それにより，補助金を提供した」という内容が書
かれてあった。これは生態移民政策に従い，牧草地を手放し，移民したことを証明するものであった。
シネトヤーさん（51歳 女性） 2006年9月15日
シネトヤーさんの家族は，ダライフブ鎮より東数キロ，バヤンホトへの幹線道路から南に分かれる
細い道路から入って間もないところに居住している。彼女が住むウスレングイガチャー
7は，以前
はジャルガラントソムに属していたが，現在はそのソムが削減され，ダライフブ鎮に属する。シネ
トヤーさんは，夫のズターさんと二人の息子とともに，半牧半農の生活を営んでいる。シネトヤーさ
んに半牧半農の生活について話を聞いた。
以前，エズネーでは，モンゴル族は放牧と，漢族は農業を営むというふうに職業分担の決まりがあり，農業
をするモンゴル族はいなかったが，今ではモンゴル族も農業に従事することができるようになった。わたしの
家では今年栽培しているのはハミウリだが，同じ農地に入れ替えで，一年おきに綿も栽培している。ウリや綿
の栽培には，それほど水を必要とせず，たいした技術も要らないので，昔から農業に馴染みのなかったモンゴ
ル人にも栽培し易く，市場や町に売りに行けば現金収入が得られる。放牧だけで生活するよりは生活が多少
安定する。二人の息子の内，一人が放牧に出かけているが，もう一人が今日は町にウリを売りに行っている。
わたしたちが調査に訪れた9月半ばころはちょうど，ウリの収穫の時期であったので，ウリの栽培
と畑で使う水について聞いてみた。
今はウリの収穫の時期なので，外から出稼ぎに来る人を雇い，収穫を急いでいる。出稼ぎの人に支払う給
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写真12 移民村で飼われている白馬
7 ガチャー:ソムの下位単位，中国農村の「村」と同じレベルである。
料は，昔は一人1日20元くらいだったが，今では，一人1日80元から90元も支払っている。そのほかに
も，収穫したウリを運ぶためのトラックも手配しなければならないので，わたしたちに残る収入はほとんど
なくなってしまうが，早く収穫しないと，せっかくのウリを腐らせてしまうことにもなるので，高くても人
件費を払って人やトラックを手配している。春も苗を植える作業のために，人を雇っている。手入れの時も
人をたくさん雇って一気に作業を進めないと，収穫の時に熟しているものと，熟していないものの差ができ
てしまい，十分な収入が得られなくなってしまう。
井戸水は，ウリや綿の栽培に適していないので，川の水を使っているが，川の水は，上流から流れてくる
量や時期が不規則のため，川に水が流れてきたらさっそく畑に水を入れておく。春は，水が絶対に必要にな
るが，秋はそれほど水の必要はない。それでも，秋に水を入れておけば，翌年の畑にプラスになる。
ウリや綿の栽培には，ほかの作物の場合と違い，春に畑に水を入れることができれば，それ以外の
時期にはあまり水が必要でないそうなので，エズネーのように年間降水量が極端に少なく，乾燥して
いる土地でも栽培が可能なのだそうである。また，家畜については次のように話していた。
200頭のヒツジとヤギ，そして，写真用に貸し出すラクダを4頭飼っている。当初はガチャーのリーダー
から家畜を減らせと言われたが，ここはいちおう放牧地なので，今のところ強制されたようなことはない。
しかし，行政側からは5年以内に放牧をやめろと言われ，移民村への移住の取り決めが文書になっているが，
わたしたちは少しずつ家畜を減らして，移民村への移住を何とか先に延ばしている。家畜用の水は，自分の
家のポンプ式の井戸を使用してみ上げている。しかし，この水は，人間の飲用には適さないので，飲み水
は，ほかのところから持ってきている。
セレグレンさん（42歳 女性） 2006年9月15日
セレグレンさん宅には，3月にも訪れて話を聞いていたので，2回目の訪問となった。3月に訪れた際
に，セレグレンさんは，これから先，できれば遊牧関係の観光業を営みたいと言っていたが，それから
半年が経ち，それが実現されていた。セレグレンさんが観光業を始めるまでの経緯は次の通りであった。
5月に観光用のゲルを建て，モンゴル料理を提供し，宿泊もできる旅館のような施設を経営しはじめた。
この観光施設は，エズネー旗の奨励によって作ったもので，当初は国が費用の30％を負担してくれるとい
う話であったが，まだ旗からお金は支給されていない。観光施設を開設するにあたり，ゲルが4軒以上なく
てはならず，その内，1軒は実際の生活で使っていた古いものでなくてはならないという決まりがあるので，
10万元の資産がなくては，観光施設は開設できなかった。ゲル一式を建てるのにも2万元がかかったが，
すべて自分の財産で作った。看板やトイレなどがないので，まだ正式な店ではないが，モンゴル料理を出し
ているので，内モンゴルのモンゴル人やハルハ（モンゴル国）のモンゴル人，漢人が食べに来るので，けっこ
う繁盛している。エズネー旗の旅行局が看板やトイレを作れれば，さらに多くの集客が見込めると思う。
確かにセレグレンさんの敷地内には，ゲルが4軒建ち，その内の1軒は古いものであった。ゲルの
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写真13 井戸の水を汲み上げて見せる
シネトヤーさん
写真14 綿花畑
中では手作りのヨーグルトなどをいただいたが，宿泊施設でもあるので，イスやベッドなどが完備さ
れていた。3月にもすでに聞いていた移民村への移住について，セレグレンさんはこう語っていた。
現在は観光業を営み，家畜を囲いの中に入れているので，移住は迫られていない。農地も所有しているが，
その土地は漢人に貸している。今年は，寒波が酷く，川も凍るほどだったので，栽培していたウリも甚大な
損失を被った。今回のウリの損失には，漢人やモンゴル人という区別もなく，両方が同程度の損失を受けた。
また，今年は特に人件費が高いので，ウリを栽培している農家は，全体的に収入が少なく，借金すら返せな
い家がほとんどである。
エズネー旗が奨励して進められた観光施設であったにもかかわらず，まだ補助金が出ていないとい
う話を聞いて，このような観光施設を開業するのにも，10万元程度の元手がないと生業転換はでき
ないという厳しい現状が存在していることがわかった。
郭軍玉さん（57歳 男性） 2006年9月15日
漢族の郭軍玉さんは，元は甘粛省から来たそうであるが，現在は，旧ジャルガラントソム所在地
で農業を営んでいる。55歳の奥さんと，息子とその妻，孫の5人家族で暮らしている。聞き取り調
査には，奥さんが応じてくれた。嫁が漢人ではなく，モンゴル人という珍しい家族構成であった。生
活の状況については次のことを話してくれた。
土地は全部で100ムーくらい持っているが，その内，純粋に農地として使えるのは，息子と自分の土地，
合わせて50ムーくらいである。元々，土地がよくないので，ウリはあまりできないが，ウリのほかに綿も
栽培している。ヒツジも30～40頭飼っている。井戸は，自分の井戸が一つと，遊牧民は使えないが，農民
だけが使える共同の井戸が一つあり，農地には，年に5回か6回の灌漑を施している。年間の収入は4万元
ほどで，支出は2万元以上あるが，生活はまずまず満足できる。しかし，牧草地を持っている牧民は草原管
理費（護林費）がもらえるので，持っていない農民よりも生活がよさそうにみえる。昔はわたしたち漢人が
モンゴル人に農業を教えたが，今はモンゴル人の中にはいい作物を作る者もいる。
今まで話を聞いてきたモンゴル人たちは，農業をしている漢人の方が，収入が多いと言っていたの
で，「遊牧をしているモンゴル人の方が，生活がよさそうにみえる」という彼女の見方は意外であっ
た。移民村への移住については，次のように話していた。
息子の嫁がモンゴル族なので，移民村にも部屋はあるが，移住のことはわたしたちにはあまり関係がない。
しかし，周りのモンゴル人の遊牧民が土地を離れてくれれば，自分たちが農業に使う水がその分増えるかも
知れない。現在でも，漢人とモンゴル人の間には，水を巡る対立がないわけではなく，春になると，農民は
畑に水を入れるが，農業をしていなくても遊牧民は牧草地に水を入れようとするので，水の争いが起こる。
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写真15 観光施設の古いゲル
ここでも水を巡ってのモンゴル人と漢人とのトラブルがあることがわかった。移民村への移住につ
いては，自分たちにはあまり関係がないと言っていたが，漢人と移住を深刻な問題として捉えている
モンゴル人との置かれている状況の違いが垣間見られた。
四，まとめ
二回にわたるエズネー旗での現地調査では，政策を行なう側の政府や漢族とは異なる視点をもつ，
政策を受ける側のモンゴル族の遊牧民や牧畜民に，西部大開発の一環として実施されている生態移民
政策によって彼らが置かれている状況及びこの移民政策そのものについての考え方を直接聞いてきた。
そして，生態移民政策が牧畜民の生活に与える影響をつぶさに見てきたが，これらの調査は生態移民
政策が現地の牧畜民との合意を得て実施されているものではないという事実を浮き彫りにしている。
伝統的な遊牧や牧畜業を営む牧畜民とその家畜を草原の放牧地から締め出し，従来の放牧地での放
牧を禁止し，牧畜民たちを町の周辺に定住させ，飼料による家畜の飼養を始めさせるということは，モ
ンゴル民族の牧畜民たちにとって，単なる生業の転換や移住ではなく，伝統文化や生活様式，風習，さ
らには言語生活の急激な転換を招くものである。また，移民村での家畜の飼養には，飼料の購入が不可
欠であるが，降水量が極端に少ないエズネーでは乾草などの飼料の生産や運搬コストが高いことを考え
ると，経済負担は非常に大きく，飼料による家畜の飼養自体が現実的なものではない。今後，政府が家
畜飼料を購入するための補助金を支給するなどの対策を講じない限り，移民村での家畜の飼養は難しい。
現地で聞き取り調査を行なったさいに，幾人かの牧畜民の語る「環境保護は充分理解しているし，
そうすべきだが，モンゴル人は放牧地と家畜を持っていなければ生活できない」ということばがたい
へん印象的であった。このことばからは，モンゴル民族の伝統文化や生活様式，風習などが喪失して
しまうのではないかという危機感を彼女らが強くもっていることが窺われる。伝統文化については，
たとえ移民村に移住したとしても，民族の文化はそれほど簡単には失われないだろうという楽観的な
見方をする若い女性もいたが，伝統的な放牧生活を捨て，町で暮らすことになれば，モンゴルの伝統
的な文化や風習が失われてしまう可能性が高いと言わざるを得ない。
現実の問題として，移民村へ移住した後の収入の確保も，生態移民政策の対象家族にとって重大な
問題である。移住させられる牧畜民には，転入地に畜舎付き固定家屋が無償で支給されるというが，
移住したからといって必ずしも生活が豊かになるわけでもなく，逆に生活が苦しくなったと感じてい
る人も少なくないというのが現状である。今回インタビューに応じてくださった牧畜民の中で，移民
村への移住を躊躇し，拒んでいた人々の最大の理由は，収入の減少への不安であった。
定住前は，天然の牧草を家畜に与えることができたが，移民村の畜舎付き固定家屋の中では，家畜
に天然の牧草を与えることができず，飼料を購入しなければならない。定住後の生活が保障されてい
ないこのような状況では，牧畜民の多くが，移民村への移住を拒むのも納得できる。また，飼料作物
を栽培するにしても，灌漑が不可欠であり，その結果，移住先での地下水のみ上げによる地下水位
の低下などの環境の悪化の進行なども懸念される。実際に，エズネー旗では，河川流量の減少によって，
井戸の枯渇や水質悪化などの問題も起きている。3月と9月に行なった2回の現地調査の際にも，涸れ
た井戸を目にし，水質が悪いため，井戸の水を人間は飲むことができないという話もいくつか聞いた。
そもそも，西部地域の砂漠化によって拡大してきた黄砂被害の対策として進められてきた生態移民
政策であるが，政策の実施によって，更なる水資源の枯渇を招くことにもなりかねない。そうなれば，
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生態移民政策の当初の目的とは全く逆に，砂漠化を進行させてしまうことになるであろう。
急速な生態環境の改善が求められる中で始められた生態移民政策であるが，今回，調査を行なった
結果，みえてきた答えは，この政策が有効であることが充分に検討されたものではなく，その実態や
効果の全体像がまだ完全にはめていないということである。
おわりに
2006年12月4日，北京で開かれていた日中韓3カ国の環境相会合が3国境を越えた被害が出てい
る黄砂対策で協力を進めることなどを盛り込んだ共同コミュニケを採択して閉幕した。この3カ国環
境相会合は，これが8回目で，黄砂対策は，日本だけでなく，農作物被害などが深刻な韓国も積極的
な取り組みを提案した。コミュニケは「各国共通の課題になっている」として，今後の共同研究など
に向け，2007年に日本で開催される会合前に局長級の会議を開くことが決定された。
このことからもわかるように，黄砂とはもはや中国だけの問題ではなく，日本や韓国などの近隣諸
国にも被害を及ぼす，地球規模の環境問題となっている。しかし，中国で実施されている生態移民政
策について，日本ではほとんど知られていないというのが現状である。
黄砂の発生源とされ，砂漠化が進む内モンゴルで，モンゴル民族を主とした牧畜民の家畜頭数の増
加による「過放牧」が黄砂や砂漠化の原因とされ，そのために生態移民政策の対象となっている人々
が蒙っている生活の急激な変化や，この政策の現状と問題点を知ることは，日中韓の3カ国が黄砂対
策で協力を進める上でも重要なことであると考える。
先がわからず，実態がめていない生態移民政策であるが，この政策が対象となる少数民族の伝統
や文化を破壊することなく，住民の意見を尊重した形で実施され，同時に，経済面においても十分な
保障を講じることが望まれている。
最後になるが，この調査にご協力いただいたエズネー旗の関係者の方々，牧畜民と農民の皆さん方
に深く御礼を申し上げる。
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